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研究要旨：産後の精神機能障害に関する教材を医学情報、看護情報、臨床所見、患者教育用資料等のマル

チメディアを用いて一画面上で作成する方法として Web 上に構築した。このことは、いずれの資料も利用

者のコンピュータ利用環境に左右されにくく、また、学習者の自由度（学習時間、学習順序、選択、環境）
を拡大できる。 
 
Ａ．研究目的 
 出産にかかわる精神障害は、母親だけでなく児
の身体的精神的な発育状態や家族にまで影響を及

ぼすことが問題とされている。しかし、これらの
問題を扱った教材は数少ない。本研究は、これか

ら周産期に携わる助産婦学生を対象に母子保健教
育の一環として産後のメンタルヘルスの教育を充

実すべく産褥の精神障害に関しての教材の開発を

試みた。 
 
Ｂ．研究結果 
1. 学習時の G. I. O（一般学習目標）、S. B. O（個

別学習目標）を設定し教材のコンテンツの再
検討を図る。 

2. 教育効果のあるマルチメディア（ビデオ,コン
ピュータソフト）の検討。 

3. 教育教材の製作 
 
Ｃ．研究結果 
1. G.I.O，S.B.O は以下のように設定した。これ
により医学情報，看護情報，臨床所見，患者教育

用資料に分類してコンテンツを構築した。 
2. 教育効果のあるマルチメディア（ビデオ，コン

ピュータソフト）の検討。 
ビデオに関しては、①時間が限られる。②リニア

形式となり、学習順序が一定化される。③学習者
に応じた学習スピードの調整が困難等の学習効果

に関する問題④製作経費の制限等があげられた。 
 
G.I.O 
産後の精神障害の徴候となる症状を早期に発見

し、適切なケアをすることでよりよい母子関係と

家族の絆を支援する方法について学ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

S.B.O 
・産後精神障害の疾患を述べることができる。 
・マタニティーブルーズに関して、原因、発症、

症状、予後を説明できる。 
・マタニティーブルーズの褥婦について正しくア

セスメントし、看護ケアーの計画の立案、介入・
評価ができる。 
・産褥うつ病に関して、原因、発症、症状、予後
を説明できる。 
・産後うつ病の患者について正しくアセスメント

し、看護ケアー計画の立案・介入・評価ができる。 
・産褥精神病に関して、原因、発症、症状、予後

を説明できる。 
・産褥精神病の患者について正しくアセスメント

し、看護ケアー計画の立案・介入・評価ができる。 
・マタニティーブルーズ、産褥うつ病、産後精神

病の鑑別ができる。 
 
これらの問題を解決する方法としてコンピュータ

を使用することにした。学習教材の編集ソフト
macromedia 社の Author wear、Microsoft 社  

プレゼンテーションソフト Power Point(R)、パン

フレット作成等に便利な Microsoft Publisher(R)、
画像取り込みの Adobe Photoshop(R)、ビデオ編集

の Adobe Premire(R)を使用し、教材開発を検討し
た。それぞれのプログラムを利用者のコンピュー

タ利用環境に左右されなく、しかも静止画、動画
で編集する比較的容易な方法として Web 上のホー

ムページを構築し、利用する方法とした。ユーザ
ーID とパスワードによりアクセス制限を行った。

ホームページは MklinuxDR3.0 を OS とし、

Apache1.3.9 をサーバとして運用した。（図 1.） 



（図 1.ホームページ） 

 
 
医学情報については Microsoft 社プレゼンテー

ションソフト PowerPint(R)を基本的に作成した。

最も単純な資料提示形式として、利用者の閲覧ソ
フトのバージョンに左右されにくい、静止画像の

みのスライドショー形式と利用者の閲覧ソフトの
種類、バージョン及びその初期設定に若干左右さ

れるが、視覚及び聴覚の面から、より理解しやす
いように配慮したビジュアルエフェクト付きスラ

イドショー形式の２形式で作成した。ただし、後

者においても現在多くのパソコンに最初からイン
ストールされている閲覧ソフトで何ら支障なく利

用できる。（図 2．） 
（図２．医学情報） 

 
 
看護情報としては、マタニティーブルーズ、産後

うつ病、及び産後精神病の看護診断と看護計画（ア
セスメント、観察計画、ケア計画、指導・教育計

画、評価）をホームページに掲載した。（図３．） 
（図３．看護情報） 

 
 
 
 
 

患 者 教 育 用 パ ン フ レ ッ ト は Microsoft 
Publisher(R) 、 Adobe  Photoshop(R) お よ び
Microsoft Power Point を主に用いて作成した。

これからの資料は医学的知識がなくても容易に理

解できるようにほとんどのユニットが 1 画面（1
ページ）で完結し、押し絵なども交えて見やすさ

に配慮して作成した。（図４．） 
（図４．患者教育用パンフレット） 

 
 
さらに教育資料の補助として、マタニティーブル

ーズを経験した婦人のインタビューを掲示した．
インタビューについては、デジタルビデオカメラ

で撮影し、Adobe Premire(R)で編集した。さら
にインターネットでのビデオ閲覧においてはサイ

ズ、解像度などが通信環境に大きく影響するため、
よりスムーズに閲覧できるよういくつかの小さい

ビデオクリップに分割作成し、QuickTime 形式で
提供している。（図５．） 
 
Ｄ．考察 
現在のインターネットの普及率と学生のコンピュ

ータ利用環境下でのインターネットを使用しての
学習は、学習者の学習態度や環境を大きく変えて

いる。つまり、時間や場所に左右されずそれぞれ
個人のペースに合わせて学習することができるよ

うになった。また、それぞれのソフトの特性から
学習項目ごとの新規性もあり学習に対するもモテ

ィベーションの増強も期待される。しかし、本研

究はあくまでも教材開発のみであったため情報と
しての問題、つまり、ホームページの所在、今後

の管理、情報としての機密性等に関しては、問題
を多く残すところがある。 
 
Ｅ．結論 
情報管理としての問題を解消して教材としての利
用価値を重視するために内容をＣＤデスクにコピ

ーし利用することも可能である。来年度は、実際
の学習効果を実証し、より臨床に応用できる教材

開発への手がかりを検証し、妊産褥婦のメンタル

ヘルスの教育に役立てたい。 



（図５．臨床所見インタビュー） 
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